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「りいこは、ためいきを一つついて、公園
こうえん

をあとにしま

した。」斉藤倫作
さいとうりんさく

『まいごのかぎ』をみんなで声をそろ

えて読
よ

んでいます。 

「坂
さか

を下
くだ

ると、大
おお

きな国道
こくどう

にぶつかります。その向
む

こう

には、海
うみ

がきらきらと光
ひか

っています。」ここまで読むと、

一斉
いっせい

に教科書
きょうかしょ

を置
お

きました。ここまでが場面
ば め ん

の区切
く ぎ

りです。 

「はい、ここまでの場面、一言
ひとこと

で言
い

うとどんな場面？」 

場面の確認
かくにん

をしたあと、先生
せんせい

が問
と

いました。 

「この『りいこ』っていう子
こ

はどんな子？」 

「好奇心
こうきしん

が旺盛
おうせい

」「好奇心がありすぎて、いろんなことを

やりまくる」「やりまくって、余計
よ け い

なことやっちゃう」 

「どんな余計なこと？」先生が突
つ

っ込
こ

みます。 

「桜
さくら

の木
き

にかぎをさした」 

「それ 1回
かい

で余計なことを『やりまくっている』って言えるの？」先生がまた問いました。 

「図工
ず こ う

のときに、校舎
こうしゃ

の絵
え

がさみしいからって、そこにいないはずのウサギを描
か

いた」 

ここで一人
ひ と り

がつぶやきました。「えーとさあ、桜の木にかぎをさしたのって、余計なこと

かなあ」さっきの発言
はつげん

に対
たい

する疑問
ぎ も ん

です。 

同
おな

じ疑問を持
も

ったもう一人が言いました。「７４ページ

の後
うし

ろから 5行目
ぎょうめ

に『落
お

とした人
ひと

が、きっとこまっている

にちがいない』って書
か

いていあるから、りいこが、かぎ穴
あな

にさすのは余計なことじゃないと思
おも

う」 

 根拠
こんきょ

は常
つね

に本文
ほんぶん

にあります。 

 

                                                

 

 

                                                

本文
ほんぶん

にかえる 
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